
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 49

65

マンボウ属と船舶の衝突事例：スクリュープロペラによって
重傷を負ったウシマンボウの打ち上げ記録

澤井悦郎 1,2

1〒 639–0200　奈良県北葛城郡上牧町　マンボウなんでも博物館
2〒 684-0016　鳥取県境港市花町 8–1　海とくらしの史料館

はじめに
ウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 1839)

は，全長 3 m以上，体重 2 t以上に成長するマン

ボウ科Molidaeの大型魚類で，世界中の温帯・熱

帯海域に分布する（Sawai et al., 2017）．日本近海

におけるウシマンボウは北海道から沖縄まで散発

的に記録されているが（例えば，Sawai et al., 

2017），漁獲自体は稀であり（澤井ほか，2011），

国内での打ち上げも 1例しか記録されていない

（澤井・山田，2022）． 

今回，2022年 8月に千葉県大網白里市の堀川

の河口近くの海岸にウシマンボウが打ち上げられ

た．本個体は国内におけるウシマンボウ 2例目の

打ち上げ記録であり，また船舶との衝突を示唆す

る人工的な重傷を負っていた稀有な事例であるた

め，ここに報告する．

材料と方法
本研究に使用したウシマンボウ 1個体は，2022

年 8月 25日に千葉県大網白里市四天木にある堀

川の河口近くの海岸（35°28'37.2"N 140°25'05.6"E）

に打ち上げられているところを，謝辞に記した情

報提供者によって発見された．本個体の種同定は

先行研究（Sawai et al., 2017；澤井，2021）にし

たがい，写真から外部形態の観察を行った．本個

体が打ち上げられた前日と当日の海面水温は，気

象庁（2022）からデータを読み取った．

結果と考察
種同定および外部形態の観察　本個体は頭部

と下顎下が隆起し（Fig. 1A），胸鰭後方の体表に

盛り上がったシワがなく（Fig. 1B），少し見えづ

らいが舵鰭縁辺部に明瞭な波型がみられないこと

から（Fig. 1B），ウシマンボウと同定された（Sawai 

et al., 2017；澤井，2021）．これは本個体の打ち上

げが確認された前日と当日の打ち上げ現場周辺の

海面水温が 23–24°Cで（気象庁，2022），太平洋

側で知られている本種の出現海面水温範囲（16–

25°C；澤井ほか，2011；澤井・山田，2022）に入

ることからも支持される．本個体の体サイズは計

測されなかったが，先行研究による本種の様々な

体サイズの外部形態の写真と比較し（Sawai et al., 

2017；Nyegaard and Sawai, 2018），頭部・下顎下・

眼の上下の体側が明瞭に隆起していることから

（Figs. 1–2），推定全長 2 m前後と考えられた．

本個体は背部から斜め左下に向かって等間隔

の 4本の切り傷があり（Fig. 2），うち 3本は巨体

である本個体を大きく切り裂いていることから，

本個体は大型船舶のスクリュープロペラ（以下，

プロペラ）に巻き込まれたものと推察された．こ

のような等間隔の斜めの切り傷は，プロペラによ

るものとして同属のマンボウMola mola (Linnaeus, 

1758) で も 報 告 さ れ て い る（Nyegaard et al., 

2020）．本個体の後部から 1本目の切り傷は舵鰭

背部から臀鰭基底の帯状部までを切断し，後部か
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ら 2本目の切り傷は背鰭基底後部から魚体中央部

までを切断し，後部から 3本目の切り傷は背鰭後

縁の中央から胸鰭やや後ろまでを切断し，後部か

ら 4本目の切り傷は頭部の隆起に浅い切り傷を残

した（Fig. 2）．種や体サイズは異なるが，マンボ

ウの解剖写真（澤井・池田，2021）や骨格・末梢

神経系図（Nakae and Sasaki, 2006）を参照すると，

切断が内臓まで到達しているかは微妙なところで

あるが，本個体の一部の筋肉，鰭条，脊椎骨，末

梢神経は確実に切断されていると考えられ，また

切断面が赤みを帯びていることから大量の流血も

あったものと思われる（Fig. 2）．プロペラに巻き

込まれる前の生死の状態は不明であるが，生きて

いた時に巻き込まれたと仮定すると，この切り傷

は即死を導いたと推察される．また，本個体がい

つ死亡したのかも不明であるが，眼が白濁してい

ないことを考えると（Fig. 1A），ごく最近死亡し

たものと考えられた．

マンボウ属の船舶との衝突事例　本種と船舶

との衝突は，2003年 4月 11日に砂利運搬船が東

京から高松港に入港するまでの間で，体長 2.3 m

（おそらく全長）の本種をいかりに引っ掛けたま

ま気付かずに入港した事例がある（四国新聞，

2003；澤井，2018）．本個体と船舶との衝突は，

ニュースになっていないこと，本個体の体がきれ

いに切り裂かれていたことを考慮すると，プロペ

ラに巻き込まれても勢いよく切り裂かれたことで

船舶自体に大きな衝撃は与えず，四国新聞（2003）

の事例のように船員に気付かれなかった可能性も

考えられた．一方，「マンボウが大きければスク

リューも壊す」と釧路沖の漁業者が述べている事

例があるように（千葉日報社，2012），学術的な

報告はみあたらないものの，インターネット上で

検索するとマンボウ属 Molaと船舶の衝突は時折

生じているようである．

海外では，蒸気船 Fionaが 1908年 9月 18日に

バード・アイランド（オーストラリア）沖で全長

310 cmのウシマンボウと衝突し，2つあるプロペ

Fig. 1. An individual of Mola alexandrini (around 2 m estimated 
total length) was found stranded on the beach near the mouth 
of the Hori River at Shitengi, Oamishirasato City, Chiba 
Prefecture, Japan, on 25 August 2022. A: anterior part of 
body. B: posterior part of body. Arrows indicate taxonomic 
key characters (head bump, chin bump, and rounded clavus 
margin). Photographed by Toshifumi Moriya.

Fig. 2. Damage to Mola alexandrini (same individual as in Fig.1) 
by screw propeller (A–B). Arrows indicate big injuries (red) 
and a small injury (green). Photographed by Toshifumi Moriya.
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ラのうち 1つに肉が完全に食い込み引きはがすこ

とができなかったため，連れたまま入港した事例

が有名である（The Wide World Magazine, 1910；

Sawai and Nyegaard, 2022）．他には，1998年にマ

ンボウ属の大型個体がオーストラリアのセメント

運搬船と衝突して船の塗装が剥がれた事例

（Porcasi and Andrews, 2001），2015年 4月 22日に

ブレマーキャニオン近く（オーストラリア）でウ

シマンボウがプロペラに巻き込まれた事例

（Nyegaard and Sawai, 2018），2018年 11月にノー

ス・カロライナ州（アメリカ）でプロペラによる

切り傷がある死亡したマンボウが打ち上げられた

事例（Nyegaard et al., 2020）がある．また，シド

ニー・ホバート・ヨットレースでは，ヨットがマ

ンボウ属と衝突する事故が多数記録されており，

ヨットレースの脅威の一つとなっている（Clarey, 

2014; Lulham, 2022）．

Schoeman et al. (2020) は船舶と衝突した海洋生

物のレビューを行い，マンボウ属も含め少なくと

も 75種が船舶と衝突していたことを報告した．

しかしながら，海洋生物と船舶との衝突事例の

データはクジラ類に偏っており，小型種のデータ

は不足していることを指摘している（Schoeman 

et al., 2020）．マンボウ属も船舶と衝突したデータ

は少ないため，回避策の参考になる行動生態の解

明を進めるとともに，船舶との衝突事例のデータ

収集や打ち上げ個体の要因分析を行っていくこと

が求められる．
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